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＜要　　旨＞
　本研究では，田園調布学園大学子ども未来学部子ども未来学科（2006 〜 2009 年度は人間


















　田園調布学園大学子ども未来学部子ども未来学科（2006 〜 2009 年度は人間福祉学部子ど
も家庭福祉学科）では，選択科目「海外研修（子ども）」を設置し，過去 5 回（2009 〜 2014 年），




ツ地方の中心都市Palmerston North（首都ウェリントンから北へ約 200km，車で 2 時間ほどの位
置。人口約 8 万人，面積約 326㎢の学園都市）のマッセイ大学Massey UniversityのMassay's 
Institute of Education and Centre for Professional and Continuing Education （PaCE）という留学生
プログラムを担当する研修所を協定先として，本学との交渉の下に作成されているものである。
　マッセイ大学は，パーマストンノー スの他，オークランドとウェリントンにキャンパスを持ち，通信課

















　　 　直近の 2012 年度，2013 年度の研修ノー トを分析して得られたニュージーランドECEの訪
問研修を通じた学生の気づきについて，分析結果を考察する。
　・ニュージ ラーンドPlaycentreにみる学びの可能性についての検討
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3．研修時期：2 月末より約 2 週間（ニュージ ラーンドでは，2 月に新学期がスター トする）
※ 2，3 年生は実習の時期と重なることもあり，現在，春休みに実習のない 1 年生が主として研修
参加の対象となっている。実習と重ならない場合，上位学年の学生の参加は可能であり，2013
年度には 3 年生 2 名が参加した。
4．研修内容：
 ①ホームステイ先での生活
 ②Professional and Continuing Education（PaCE）における英語レッスン授業※写真参照
 ③ニュージ ラーンドECE（幼稚園，保育園，小学校）センター の見学と振り返り
 ④マオリ文化体験（Maori Cultural Experience）
 ⑤農場体験（Farm Visit）
 ⑥ホストファミリー との親睦会（Pot Luck Picnic）
 ⑦ウェリントン観光（Wellington Day Trip）
 ⑧修了式（Farewell Ceremony）※写真参照







5．協定先：Massay's Institute of Education and Centre for Professional and Continuing Education
6．募集定員：10 名以上






える可能性があり，受け入れが困難となるようである。2014 年 12 月現在，海外研修参加






2009 年 3 月（2008 年度） 20 人 2 人
2010 年 3 月（2009 年度） 0 人 0 人
2011 年 3 月（2010 年度） 8 人 1 人
2012 年 3 月（2011 年度） 7 人 1 人
2013 年 3 月（2012 年度） 8 人 1 人
2014 年 3 月（2013 年度） 19 人 2 人
2015 年 3 月（2014 年度） 21 人（予定） 2 人（予定）
＊なお，本研究筆者はそれぞれ 2013 年，2014 年の引率を担当した。
7．引率教員：子ども未来学科の専任教員（但し，参加人数により，1 名〜 2 名）









































































表Ⅱ -3　海外研修プログラム例　 (2013 年度 )
Den-en  Chofu  Un ive r s i t y  P rog ramme  2014
Day Da te Morn ing Af t e rnoon
Sa t 1 -Mar Ar r iva l  a t  We l l i ng ton  In t e rna t i ona l  A i r po r t .Tr ave l  t o  Pa lm er s ton  N or th  by  coachWelcome  to  Massey  Un ive r s i t y,PaCE .   I n t r oduc t i on  t o  H os t  Fam i l i e s (18 :30）
Sun 2 -Mar Hos t  Fami ly
Mon 3 -Mar Eng l i sh  C la s se s :  I n t roduc t i ons ,  s t uden t s  &  t eache r  goa l s ,  Homes t ay  Eng l i sh O r i en t a t i on ,  Bus  O r i en t a t i onand  C i ty  Tou r
Tue 4 -Mar Eng l i sh  C la s s :  Ora l  Repo r t s ,  Da i r i e s ,  Hom es t ay  Eng l i sh
Co l l ege  o f  Educa t i on  Lec tu r e :  P r e -
Schoo l ,  D ay  Ca r e  and  Ea r ly  Ch i ldhood  
Educa t i on  s y s t em s  i n  N ew  Zea l and
Pr epe r a t i on  f o r  ECE Cen t r e  v i s i t s
P i cn i c
(18 :00 )
Wed 5 -Mar Vis i t  t o  ECE Cen t r e s F r ee  A f t e r noon
Thu 6 -Mar Eng l i sh  c l a s s :  Group  d i s cus s ion  on  cen t r e  v i s i t s .
Eng l i sh  C la s s :  Group  work  and  p r e sen t a t i onｓ- a  
compa r i son  be tween  ECE Cen t r e s  i n  J apan  and  NZ
F r i 7 -Mar Compu l so ry :We l l i ng ton  Day  Tr ip  -8 .00  t o  19 :00（7 :50  i - S i t e )
Sa t 8 -Mar Opt iona l :Aanganu i  Day  Tr ip  -9 :00  t o  17 :00（8 :50  i - S i t e )
Sun 9 -Mar Hos t  f ami ly
Mon 10 -Mar
Co l l ege  o f  Educa t i on  Lec tu r e :  I n t roduc t i on  
t o  Maor i  cu l t u r e  and   ove rv i ew  o f  Maor i  
b i l l i ngua l  and  immer s ion  ECE p rog rammes
Prepe ra t i on  fo r  Maor i  Cu l t u r a l  Expe r i ence
M aor i  Cu l t u r a l  Expe r i ence (Re t u rn  
app rox .16 :00 )
Tue 11 -Mar Vis i t s  t o  b i l l i ngua l  ECE Ce n t r e s (8 :30  i - S i t e )
Eng l i sh  C la s s :  Deb r i e f  on  B i l l i ngua l  ECE 
Cen t r e s    P r epe ra t i on  fo r  P r ima ry  Schoo l  Vi s i t  
Wed 12 -Mar Pr im a r y  Schoo l  Vi s i t (8 :30  i - S i t e ) Fa rm Vi s i t (Re t u rn  app rox .16 :00 )
Thu 13 -Mar
Eng l i s h  C la s s :  D eb r i e f  on  P r im a r y  Schoo l  
v i s i t  -  a  com pa r i s on  be tw e e n  P r imary  
Ce n t r e s  i n  J a pa n  and  N Z  
F ree  a f t e rnoon
F r i 14 -Mar Eng l i s h  C la s s :  Fa r e w e l l  P r e pa r a t i o n Eng l i sh  C l a s s  and  Fa rewe l l (15 :30）
Sa t 15 -Mar D epa r tu r e  f r om  Pa lm er s ton  N or th  t o  We l l i ng t on  A i rpo r t (11 :30  Hokowh i t u  Bus  S t op )
＊現地で参加学生に配布された資料を基に作成
























体のまとめと反省をそれぞれ約 1 ページにわたり記録する。研修ノー トは海外研修後に回収され，
担当教員による海外研修の成績評価のための要素の一つして使用される。
2．方法
1）分析対象　2012 年度，2013 年度にニュージ ラーンド海外研修に参加した学生計 19 名の研修
ノー ト2012 年度参加学生 3 名，2013 年度参加学生 16 名（うち1 年生 18 名，3 年生 1 名）である。
























　　 （訪問先：Puddleducks’Nursery & Preschools，Takaro Kindergarten， Te Aroha Noa Early 
Childhood Centre， Wanagna Pre School）。





















































































































































































が過ごす環境に大きな違いがあると感じたようであった。本研修では現在，学生 1 名につき2 か
所の幼児教育施設と1 か所の小学校を訪問している。小学校以外の幼児教育施設へは，その
規模や保育への影響を考慮して，見学実施にあたっては，学生を4,5 名程度の少人数グループ

























































関する国内の先行研究を検討する。また，筆者が，2014 年 3 月の海外研修の引率補助として












ランド幼稚園法人New Zealand Kindergartens Incorporatedや，ニュージ ラーンド無償幼稚園連盟
New Zealand Federation of Free Kindergartensなどに属する幼稚園は，公的性格が強く原則無償










語や文化の伝統を保護する目的をもつコハンガレオTe Kohanga Reoや，家庭内保育Home-based 







実状である），その登録先としては，保育センター Education and Care Centreへの登録割合が全体
の半数以上（2013 年で 12 万人以上）を占めている。また，幼稚園への登録数は減少傾向（2013
年で 4 万人を割っている）にあり，2013 年の就園率を年齢別に見ると，0 歳で約 15%，1 歳で
124 田園調布学園大学紀要
矢萩恭子・中原篤徳・大島みずき
40%以上，2 歳で 60%以上，3 歳では約 95%，4 歳になるとほぼ 100%となっている。
図Ⅳ-1　全就園児率の変化（2004-2013 年）
Ministry of Education of New Zealand のHP(2014)より一部抜粋
表Ⅳ -1　NZにおける認可保育施設の構成割合（2013）
認可Licensed  保育施設種別 保育施設数 割合
保育センター
2 ,334 54 .50%
Educa t i on  and  Ca re  Cen t r e s
幼稚園
643 15 .00%
Kinde rga r t ens
家庭内保育
359 8 .40%
Home-based  Se rv i ce s
プレイセンター
449 10 .50%
Playcen t r e s
コハンガレオ
467 10 .90%Te  Kohanga  Reo
一時保育所
19 0 .40%Casua l  Educa t i on  ＆ Ca re
院内保育
14 0 .30%Hosp i t a l -ba sed  Se rv i ce s
合計 4 ,285 100 .00%
日本保育学会第67 回大会国際シンポジウム資料p .7 を基に作成
表Ⅳ -2　保育施設別の就園児数（2004 －2013）
Se rv i ce  t ype 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
Di ff e r ence  2012 -2013 Di ff e r ence  2004 -2013
n % n %
Educa t i on& Ca re 81 ,096 83 ,889 86 ,059 91 ,733 97 ,756 101 ,424 109 ,204 113 ,876 117 ,733 123 ,755 6 ,022 5 .1 42 ,659 52 .6
Kinde rga r t en 45 ,287 44 ,920 44 ,435 43 ,695 41 ,487 39 ,346 37 ,600 36 ,967 36 ,208 35 ,012 -1 ,196 -3 .3 -10 ,275 -22 .7
Home-based 9 ,922 9 ,770 9 ,802 11 ,073 13 ,065 15 ,054 17 ,084 17 ,955 18 ,412 18 ,820 408 2 .2 8 ,898 89 .7
Play cen t r e 15 ,440 15 ,059 14 ,888 14 ,664 14 ,929 15 ,171 15 ,049 15 ,112 14 ,297 13 ,568 -729 -5 .1 -1 ,872 -12 .1
Te  Kōhanga  Reo 10 ,418 10 ,070 9 ,493 9 ,236 9 ,165 9 ,288 9 ,370 9 ,631 9 ,366 9 ,179 -187 -2 -1 ,239 -11 .9
Cor re spondence  Schoo l 922 813 577 737 591 627 617 560 519 588 69 13 .3 -334 -36 .2
Tota l 163 ,085 164 ,521 165 ,254 171 ,138 176 ,993 180 ,910 188 ,924 194 ,101 196 ,535 200 ,922 4 ,387 2 .2 37 ,837 23 .2
Min i s t ry  o f  Educa t i on  o f  New Zea l andのHP(2014 )より一部抜粋
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（2）ニュー ジーランドの幼保一元化政策
　ニュージ ラーンドは，1986 年，教育省Ministry of Education のもとに幼保一元化が実現されたこ
とで知られるが，これにより，「教育Education」と「養護Care」が統合され，5 歳以下のすべの子ど
もの保育を教育省が管轄することとなった。それまで社会福祉省が所管し，長い間その質の問題
が指摘されていた保育センター Education and Care Centreが，教育省の所管におかれることで，施
設やカリキュラムの基準に関する政策の規制を受けると同時に，政府からの助成金を受けた就学
前教育施設としての運営となることにより，質の向上が図られた。
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図Ⅳ-2　保育施設種別の就園児数の変化（2004-2013 年）











　テ・ファリキTe Whāriki制定後の 1998 年には，「教育（乳幼児サービス）規則 The Education
（Early Childhood Services）Regulation」が成立し，その概要は以下のとおりである 9）。
　・配置基準／ 2 歳未満児（全日・半日保育）5 対 1　※但し，0 歳児には加配している園もあり。
　　　　　　　2 歳以上児（全日保育）10 対 1，（半日保育）15 対 1
　・施設規模／ 2 歳未満児 20 名以内（75 名以内）　※但し，2011 年の施設規模規定で（　）に増加。




育者registered teacher の割合を2007 年までに 50%，2010 年までに 80%，そして 2012 年までに
100%という目標が掲げられたが，これは 2012 年で 80%と下方修正されている。2013 年で，有資
格者 80%以上の施設が全体の 94%を占める一方，100%の施設は 2%のみであり，有資格者が
50-79%の施設も4%存在し，25-49%の施設も若干あるようだ（図Ⅳ-4）10）。
　また，ニュージ ラーンドでは，初めは幼稚園・保育センター ・家庭的保育の 3,4 歳児に，2010 年
には，5 歳児，プレイセンター，コハンガレオにもその適用が広がり，3 歳から5 歳の子どもの保育




ン・メイHelen May （当時ワイカト大学）を中心とする研究プロジェクトと，多くの実践者practitioners 
との協同により進められた。子どもたちが学び手として成長し，生涯にわたって学び手であり続け
るためには，その関心や意欲が育まれるための環境が必要であるとし，その学びの成果learning 
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ファリキTe Whārikiが実施され，国からの助成金を受けた施設とその保育は，3 年に 1 度教育評
価局Education Review Ofﬁceによる評価 Evaluation を受け，高い保育水準が保障されていること
から，プレイセンター は，他に類をみない就学前の保育施設であると言える。しかし，前節でみたよ
うな保育センター にかかわる政策の転換により保育所への助成金が増して利用者が増えたことや，
女性の社会進出・就労率の増加などにより，1976 年の最盛期には，790 か所 2 万人を超える参
加家族があったが，近年は，減少傾向をたどっており，2013 年には，全国プレイセンター 連盟The 
New Zealand Playcentre Federationが統括する各地域の 33 の協会の下には，449 施設 1 万 5 千
人ほどまでに減少している。
　池本（1999）14）は，プレイセンター の前身となる組織は 3 つあり，それらが，1948 年にニュージー
ランド・ナーサリー ・プレイセンタ ・ーフェデレーションとして発足したのが，プレイセンターの始まり
であるとして，50 年の歴史を振り返っている。初めは全くの民間の活動として始まり，一定の施設









































































　本節では，筆者が本学科の海外研修の引率補助として同行した 2014 年 3 月に現地パーマスト
ンノー スPalmerston North で行った 2 か所のプレイセンター の視察について振り返る。
（1）　視察先施設と視察日
　パーマストンノースが位置するCentral Districtsの地域協会にある20 のプレイセンターのうち，
パーマストンノースには，Milson Playcentre，Parkroad Playcentre，Terrace End Playcentreの 3 か
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所がある。今回の視察では，前者の 2 か所を2014 年 3 月6日と，3 月10日の午前中 2，3 時間
視察した。以下，視察訪問時のスタッフへのインタビューならびに，ニュージ ラーンドの全国プレイ
センター連盟New Zealand Playcentre Federationのホームページ（www.Playcentre.org.nz）の情報
から両施設について簡単に紹介する。
※Parkroad Playcentreの野外活動日であった 3 月7日にも，活動場所のメモリアルパ クーを訪問し
た。その日は，子どもと大人合わせて 25，6 名の参加があり，中にはダウン症の子どもや日本人の
母親も含まれていた。また，全国プレイセンター 連盟の役員も来ており，話を聞くことができた。





　・この日の参加者：リー ダーの親子のほか 5 組　※ 2 名の子どもは，母親ではなくナニーが同伴。






 水　9：00-13：00　　※ この日は，4 歳の子どもが対象。小学校就学準備として，身の
回りのことや日課を意識した内容であると言う。当時は，10 名が
在籍。
　・この日の参加者： マッセイ大学出身の有資格者（Early Years Degree 0-8 of age）のリー ダー 1 
名ほか 4 名のスタッフと子ども13 名。
　　※ リー ダー以外の 4 名の母親のうち，2 名はコース 1 修了者，2 名はコース 2 修了者。スタッ
フ以外の保護者も5 名ほど参加していた。途中から日本人親子 4 名が参加。日常的には，











　　 　保育の流れは，いずれのプレイセンター も，9：00 過ぎくらいから親子の登園が始まり，登園
後は，すぐに自由に遊び始めた。施設規模の大きなBの施設では，その日の担当の保護者


















子育て経験者であり，リー ダー歴 2 年ということであった。また，親教育プログラムについて
は，全 6 コースのうち，コース 1 は必須とされているが，Bの施設では，だいたいの保護者




































　　 　Bの施設では，1 年を4 つのterm に分け，各期 2 回ずつ 2 〜 3 時間のPlanning Meeting
を実 施していた。Activities,Social Skills,Physical Development,Disposition（Interest）の 4
つの領域について，一人一人の子どもについての計画を立てるとのことであった。Aの施
設では，テ・ファリキに即した保育内容を互いに話し合いながら進めているとの答えであっ




　　 　Bの施設に来ていた母親が普段通っているというTerrace End Playcentreの場合についてそ
の費用を尋ねると，2010 年 7 月より，プレイセンター も無償化の対象となったため，3 歳以上の
幼児は費用がかからないとのことだった。2 歳以下は，週 3 回 1 学期（10 週間）で，一人約
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口県立大学社会福祉学紀要第 4 号,1998 年,pp.41-55
16） 佐藤純子「戦後ニュージーランドのジェンダー観の変容とプレイセンターにおける育児− 1960 年代から
1970 年代の参加者の語りから」日本ニュージーランド学会誌第 16 号,2009
17） 島田礼子「ニュージーランド プレイセンターの特質と課題−Parental Involvementの視点から−」






誌第 6 巻,1999,pp.29-40 ／「わが国におけるPlaycentre活動の先験的試み」日本ニュージーランド学会誌第 8
巻,2001,pp.12-18 ／「PlaycentreおよびKohanga Reoにおける異文化理解教育」日本ニュージーランド学会誌








・図Ⅳ-6 〜 11 筆者撮影

